連続立体交差事業の着実な推進について
（緊急要望）
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連続立体交差事業の着実な推進について（緊急要望）
　平素から大阪府政に格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。
国においては、未曾有の大震災となった東日本大震災からの早期復旧・復興に向けた取組みを講じられておられますが、本府としても、発生直後から現地連絡事務所を設置し、関西広域連合の一員として被災地支援に懸命に取り組んでおり、今後とも、国とともに、積極的に取り組んでいくこととしております。
　今般の東日本大震災を踏まえ、非常事態を想定して、大阪・関西を首都機能代替エリアとして予め設定し、世界との交流機能や経済中枢機能を東西二極に配置するとともに、二極を結ぶ複数のルートを備えた広域交通インフラを確保するといった、日本の国家戦略を再構築することが非常に重要となっております。
今後、大阪・関西がその役割を担っていくためには、都市基盤整備の強化が不可欠ですが、本府に対する今年度の社会資本整備総合交付金が大幅に削減されるなど、都市基盤の整備を進めていくには、大変厳しい状況にあります。
とりわけ、「連続立体交差事業」については、毎年、国の交付決定を受け、既に高架化工事まで進めてきているにもかかわらず、事業費の大幅縮減を受けて、このままでは、目前の平成２４年度に高架化が完成予定の南海本線（泉大津市）が１年以上遅れるのをはじめ、工事の佳境を迎えている南海本線（高石市）や近鉄奈良線（東大阪市）の事業を中断せざるを得ない状況に至り、事業効果が大きく損なわれる恐れがあります。
国におかれては、こうした事情を十分に鑑み、少なくとも、「連続立体交差事業」などの継続事業が中断することなく、着実に推進できるよう、今後の予算編成等にあたっては、所要の措置を講じていただくよう強く要望いたします。
平成２３年６月
大阪府知事　 橋 下 　徹
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: 高架化工事中





南海本線（高石市）
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近鉄奈良線（東大阪市）








